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　竹
林
　昌
秀

　み
な
さ
ま
、
本
誌
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　議
会
で
最
も
多
く
開
催
さ
れ
る
の

が
、
広
報
委
員
会
で
す
。
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
よ
り
良
い
「
議
会

だ
よ
り
」
を
作
成
す
る
べ
く
、
委
員

一
同
、
苦
心
し
な
が
ら
喜
怒
哀
楽
を

共
に
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
先
般
、
議
会
広
報
の
研
修
会

に
参
加
し
、
編
集
の
プ
ロ
か
ら
添
削

を
受
け
る
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
と
も
有

益
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
何
か

お
気
づ
き
の
点
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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作・画　願井　叶
一般会計 当初予算は

To be continued

讃
岐
の
風
と

　
　こ
い
の
ぼ
り

一
般
会
計 

当
初
予
算
を

１
２
７
億
６
千
万
円
に

し
ま
す

異議なし！

語
呂
合
わ
せ
で

覚
え
よ
う
か

健
康
で

心
豊
か
な



商工費
1億7068万6千円
商工業や観光の
振興など

公債費
15億4926万円
町債の元金・利子や
一時借入金の支払い

一般会計総額一般会計総額

127億6千万円
3月
定例会

令和７年度 当初予算 を可決!!Go!! Manno !!

重 業点 事

●町道などの維持補修（土木費）

●有害鳥獣対策
　（農林水産業費）

●18歳まで医療費無料（民生費）

●本庁舎の外壁改修（総務費）

●消防ポンプ車購入（消防費）

●吉野体育館の空調整備（教育費）

●小・中学校のタブレット端末の更新（教育費）
●満濃中学校駐車場の敷地拡張（教育費）
●高篠小学校駐車場の整備（教育費）

●…新規事業　●…継続事業 予算額（概算）　　

総務費
26億2681万3千円
全般的な事務や総合計画
策定、財産管理、統計、
税の課税や徴収など

民生費
34億344万5千円
障がい者や高齢者に
対する福祉の充実、
子育て支援など

衛生費
7億6279万6千円
環境保全、疾病予防、
健康増進など

教育費
17億5016万6千円
こども園や小中学校、
公民館、体育館運営の

費用など

労働費
355万2千円

勤労青少年ホームの
運営など

農林水産業費
8億7248万円
農林水産業の振興や
農・林道の整備など

土木費
6億15万9千円
道路や河川、公園など
の社会資本整備

消防費
6億5841万5千円
消防や災害対策

災害復旧費
1万7千円

大雨、暴風、地震などの
災害により被災した
施設などを復旧

議会費
1億2043万2千円
議会の運営など

諸支出金
2億3677万9千円
他の支出科目に
含まれない経費

予備費
500万円

予期しなかった予算外
の支出に対応

合併特例債で積極的 な生活基盤の整備

2億6390万円学校教育の充実

生涯学習の支援1億2250万円 1億1500万円次世代育成の支援

6億6230万円

7400万円
生活安全対策の充実

2900万円農林業の振興

生活基盤の整備等

合併特例債とは
　合併特例債は、合併した市町村が新しいまちづくりのために実施する事業に必要な
財源を借り入れるための地方債で、３割を市町村が負担し、残り７割は国が負担します。
活用期間は合併後20年間で、本町では、令和７年度が最終年度です。

歳出：目的別経費
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３月定例会 ３月定例会

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　議　案　名　等　

議席番号 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16

賛
　
成

反
　
対

議
決
結
果

大
西
　
　
樹

真
鍋
泰
二
郎

石
﨑
　
保
彦

鈴
木
　
崇
容

常
包
　
　
恵

京
兼
　
愛
子

竹
林
　
昌
秀

川
西
米
希
子

合
田
　
正
夫

三
好
　
郁
雄

白
川
　
正
樹

白
川
　
皆
男

松
下
　
一
美

大
西
　
　
豊

川
原
　
茂
行

欠
　
　
　
員

発   議
第１号

まんのう町議会の議員の定数を定める
条例の一部改正について 11 3 可 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

【反
対
】 

竹
林
昌
秀
議
員
　

　

民
主
主
義
を
機
能
さ
せ
た
い
。住
民

自
治
と
は
、多
様
な
職
歴
、男
女
、経
験
、

方
々
の
地
域
か
ら
議
員
が
出
て
、活
発
に

議
論
が
さ
れ
る
こ
と
だ
。多
数
決
が
あ

る
。私
は
、提
案
に
反
対
だ
が
、決
議
に

従
う
。自
治
の
悩
み
は
投
票
率
の
低
迷

だ
。身
近
な
候
補
者
だ
と
投
票
す
る
。縁

が
遠
い
と
行
か
ぬ
。議
員
が
少
な
い
と
顔

の
立
て
合
い
に
な
り
、オ
ー
ル
与
党
化
の

懸
念
が
あ
る
。多
様
性
が
民
主
主
義
を

実
現
す
る
。よ
っ
て
反
対
す
る
。

【賛
成
】 

石
﨑
保
彦
議
員
　

　

①
住
民
の
皆
様
か
ら
要
望
の
多
い
議

会
改
革
に
着
手
し
、議
会
に
関
心
を
向

け
て
貰
う
。②
定
数
削
減
で
財
政
負
担

を
軽
減
し
、住
民
福
祉
や
地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
。③
少
数
精
鋭
化
し
た
議

員
構
成
で
議
論
の
活
発
化
と
行
政
へ
の

迅
速
な
意
思
決
定
と
対
応
が
可
能
④
選

挙
で
政
策
論
争
等
が
活
発
化
し
、議
員

の
資
質
が
向
上
す
る
。

　
以
上
、住
民
サ
ー
ビ
ス
と
質
の
向
上
を

図
る
た
め
定
数
削
減
に
賛
成
す
る
。

【
発
議
第
1
号
】  　

町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正 　

　
提
案
理
由
　
抜
粋

　

我
々
議
員
は
、条
例
や
予
算
な
ど
を

審
議
し
、町
民
の
代
表
と
し
て
町
民
の

意
見
を
行
政
や
財
政
に
反
映
さ
せ
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。当
然
、議
員

定
数
の
大
幅
な
削
減
は
、町
民
の
幅
広

い
意
見
が
町
政
に
反
映
し
に
く
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
、議
員
の
多
様
性
確
保

か
ら
も
、あ
る
程
度
の
議
員
数
は
必
要
で

あ
る
。本
町
の
議
員
定
数
は
、現
在
の
16

名
と
な
っ
て
既
に
10
年
以
上
経
過
し
、社

会
情
勢
の
変
化
や
将
来
の
人
口
減
少
、

財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
本
町
に
合
っ
た

議
員
定
数
に
見
直
す
べ
き
時
期
に
あ
る
。

町
行
政
も
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
、

あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
て
努
力
し
て
い
る
。

議
会
報
告
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

の
住
民
皆
様
の
声
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、議
会
の
責
務
を
果
た
し
、議
会
機

能
の
維
持
向
上
が
で
き
る
議
員
定
数
と

し
て
、現
在
の
16
名
を
２
名
削
減
し
14

名
と
す
る
こ
と
を
発
議
す
る
。

提
出
者　
合
田
正
夫

賛
成
者　
松
下
一
美

賛
成
者　
白
川
皆
男

議  

員  

名

議案の採決結果
賛否の分かれた議案に対して、各議員の議決の結果は下記の通りです。

※可→可決　　○→賛成　　×→反対　　　※議長は可否同数の場合にのみ評決権を有します。（議長議席番号15）

討　

論

原
案

可
決

 議員定数２名削減
      16名から14名に！

令和８年４月の町議会議員選挙から適用
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３月定例会 ３月定例会

び
扶
養
手
当
等
の
改
正
を
行
っ
た 

○
給
料
表
の
改
正（
号
給
の
切
替
え
を

適
用
す
る
た
め
実
質
給
料
月
額
の
改

定
は
な
い
） 

○
一
般
職
・
再
任
用
の
6
月
12
月
期
末

勤
勉
手
当
率
の
平
準
化 

○
配
偶
者
と
子
の
扶
養
手
当
の
見
直
し 

○
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
係
る
時

間
の
見
直
し 

○
特
別
職
の
職
員
・
議
会
議
員
の
6
月

12
月
期
末
勤
勉
手
当
率
の
平
準
化 

【
議
案
第
8
号
】  　

町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

　
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
公
務
の
た

め
に
出
張
す
る
町
職
員
等
に
支
給
す
る

旅
費
を
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
と
出
張

の
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、

定
額
支
給
か
ら
上
限
付
実
費
支
給
と
す

る
改
正
を
行
っ
た
。

○
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
に
関

す
る
周
知
の
強
化
等 

○
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の

明
記 

【
議
案
第
6
号
】  　

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正 

　
育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
町

条
例
の
引
用
条
文
変
更
の
一
部
改
正
を

行
っ
た
。

【
議
案
第
7
号
】  　

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正 

　
令
和
6
年
の
香
川
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
く
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
と
の
権
衡
等
を
考
慮
し
、
給
料
表
及

る
町
条
例
の
条
項
ず
れ
の
修
正
を
行
っ

た
。

【
議
案
第
4
号
】  　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
懲
役
及
び
禁
錮
が
廃
止
さ

れ
拘
禁
刑
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

町
の
関
係
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

◇
施
行
日　
令
和
7
年
6
月
1
日

【
議
案
第
5
号
】  　

町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
町

条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

○
超
過
勤
務
の
免
除
の
見
直
し
と
対
象

と
な
る
職
員
の
範
囲
を
拡
大 

【
議
案
第
1
号
】  　

専
決
処
分
の
承
認 　

　
物
価
高
騰
対
応
支
援
金
と
し
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
3
万
円
、
同
世
帯

で
18
歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
に
2
万
円

を
給
付
に
す
る
に
当
り
、
要
す
る
費
用

７
２
４
０
万
5
千
円
を
専
決
処
分
し
た

こ
と
を
承
認
し
た
。

【
議
案
第
3
号
】  　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の

利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運

営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図

る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成

基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

即
決
案
件

原
案

承
認

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決
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【
議
案
第
10
号
】  　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
香
川
県
下
の
保
険
料
水
準
統
一
化
に

あ
た
り
、
現
在
５
万
円
の
葬
祭
費
を
、

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
３
万
円
に

引
き
下
げ
る
改
正
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

葬
祭
費
引
き
下
げ

【
委
員
】 

県
下
統
一
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
う
し
て
も
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
独
自
の
経
過
措
置
を
講
じ

る
市
町
の
動
き
は
無
い
の
か
。

【
執
行
部
】 

県
か
ら
の
通
達
で
、
令
和

８
年
度
中
に
実
施
の
依
頼
が
あ
り
、
ど

の
市
町
も
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

県
及
び
各
市
町
に
お
い
て
も
２
年
ほ
ど

前
か
ら
、
保
険
料
統
一
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
お
り
、
作
業
部
会
に
お
い
て

も
了
知
し
て
い
る
。

【
議
案
第
15
号
】  　

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
） 

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
か

ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
６
２
０
万

２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
21
億
２
０
４
５
万
９

千
円
と
し
た
。
歳
入
で
は
、
実
績
見
込

み
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
や
県
支
出

金
の
減
額
な
ど
で
、
歳
出
で
は
、
実
績

見
込
み
に
よ
る
、
保
険
給
付
費
、
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
減
額
と
、

基
金
積
立
金
、
諸
支
出
金
の
減
額
な
ど

で
あ
る
。ま
た
、直
営
診
療
施
設
勘
定
内

科
で
は
、
実
績
精
査
な
ど
に
よ
る
減
額

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
０
８

万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
５
２
万

円
と
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

主
な
質
疑
と
答
弁

報
酬
減
額
の
要
因

【
委
員
】 

直
営
診
療
施
設
勘
定
で
報
酬

が
減
額
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

【
執
行
部
】 

臨
時
に
対
応
で
き
る
看
護

師
の
費
用
を
計
上
し
て
い
た
が
、
正
規

職
員
の
や
り
く
り
で
対
応
で
き
た
た

め
、余
剰
額
を
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
16
号
】  　

令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

（
第
２
号
）　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
２
０
万
１
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
3
億
７
０
９
１
万
２
千
円
と

し
た
。
歳
出
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
で
は
、
負
担
金

額
の
確
定
に
よ
る
減
額
と
、
諸
支
出
金

で
は
、
決
算
見
込
み
に
よ
る
減
額
で
あ

る
。
な
お
、
歳
出
の
減
額
額
に
合
わ
せ

て
、
歳
入
を
減
額
し
た
。

【
議
案
第
24
号
】  　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命 

　
教
育
長
任
命
に
同
意
し
た
。

○
四
條　
　
井い
の
う
え上　
勝か
つ
之ゆ
き　
氏   （
再
）

︿
任
期
〉
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
25
号
】  　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命 

　

教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
同
意
し

た
。

○
宮
田　
　
石い
し
川か
わ　
裕ひ
ろ
之ゆ
き　
氏　
（
新
）

︿
任
期
〉令
和
7
年
5
月
13
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
11
年
5
月
12
日
ま
で

原
案

可
決

原
案

可
決

付
託
案
件

原
案

同
意

原
案

同
意
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受付

【
執
行
部
】 

概
ね
そ
の
状
況
に
あ
る
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
層
と
な
っ

て
い
る
が
、
高
齢
者
全
体
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
未
だ
介
護
認
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
健
康
寿
命
も
2
歳
ほ
ど
伸
び

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
要
素
が
絡
み

合
っ
て
い
る
と
思
う
。

【
議
案
第
20
号
】  　

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算（
案
）

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
５
０
０
０

万
円
と
し
た
。
直
営
診
療
所
歯
科
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
５
０
万
円
と
し
た
。
ま
た
、

直
営
診
療
所
内
科
の
歳
入
歳
出
の
総
額

を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
８
０
０
万

円
と
し
た
。主

な
質
疑
と
答
弁

出
産
育
児
一
時
金

【
委
員
】 

出
産
育
児
一
時
金
の
大
幅
な

増
加
の
要
因
は
何
か
。

原
案

可
決

主
な
質
疑
と
答
弁

広
域
連
合
納
付
金

【
委
員
】 
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
納
付
額
が
減
額
し
た
要
因
は
、
医
療

費
を
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

【
執
行
部
】 

予
算
は
支
払
い
が
増
え
た

場
合
に
備
え
て
、
多
め
に
計
上
し
て
お

り
、
金
額
が
確
定
し
た
こ
の
時
期
に
、

余
剰
と
な
っ
た
分
を
減
額
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。
県
で
約
１
５
０
０
億
円
の

予
算
を
組
ん
で
運
営
し
て
お
り
、
こ
れ

を
各
市
町
で
分
担
し
て
い
る
が
、
全
体

の
負
担
額
が
下
が
っ
た
の
で
、
そ
れ
に

対
応
す
る
町
の
予
算
も
減
額
し
た
。

特
別
徴
収
の
減
少
と
普
通
徴
収
の
増
加

【
委
員
】 

特
別
徴
収
が
減
少
し
、
普
通

徴
収
が
増
額
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
徴
収
が
減
り
、
一
般

徴
収
が
増
加
し
た
の
が
原
因
な
の
か
。

【
執
行
部
】 

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

所
得
の
変
動
時
に
は
、
保
険
料
の
変
更

計
算
を
行
う
が
、
こ
の
約
半
年
間
は
、

一
般
徴
収
で
対
応
す
る
の
で
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ
る

と
思
う
。

【
議
案
第
17
号
】  　

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
１
２
１
７
万
7
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
27
億
５
３
４
５
万
円
と
し

た
。
歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、

及
び
、
特
定
入
居
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
が
、
実
績
見
込
み
に
よ
る
減
額
で
あ

る
。
な
お
、
歳
出
の
減
額
に
合
わ
せ
て

歳
入
を
減
額
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

給
付
費
の
減
額
要
因

【
委
員
】 

令
和
3
年
以
降
、
歳
出
決
算

額
、
保
険
給
付
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
回
も

減
額
補
正
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
、
比

較
的
高
額
給
付
対
象
の
施
設
入
居
者
の

減
少
と
、新
規
介
護
保
険
加
入
者
数
と
、

新
規
の
要
介
護
認
定
者
数
の
バ
ラ
ン
ス

に
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】 

町
全
体
と
し
て
の
出
生
数

は
減
っ
て
い
る
が
、
前
年
度
に
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
出
産
が
増
え
た
の

で
、
本
年
も
前
年
と
同
程
度
を
推
定
し

増
額
し
た
も
の
。

県
支
出
金
の
減
額
要
因

【
委
員
】 

健
康
保
険
税
の
前
年
度
比
減

少
幅
に
比
べ
て
、
県
支
出
金
の
減
額
幅

が
大
き
い
要
因
は
何
か
。

【
執
行
部
】 

医
療
費
全
体
の
構
成
は
、

国
・
県
・
各
市
町
で
支
え
、
一
部
を
被

保
険
者
の
窓
口
負
担
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
残
り
を
健
康
保
険
税（
保
険
料
）と

し
て
徴
収
し
て
い
る
。
国
保
加
入
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
負
担
割
合

の
中
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
県

負
担
分
が
大
幅
に
下
が
り
、
そ
れ
よ
り

少
な
い
金
額
で
保
険
税
も
下
が
る
こ
と

に
な
る
。

原
案

可
決

原
案

可
決
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【
議
案
第
21
号
】  　

令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算（
案
）　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
3
億
７
２
０
０
万
円
と
し

た
。
対
前
年
度
比
２
０
０
万
円
、
0.5
％

の
増
は
、
総
務
費
の
微
増
と
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の
増
額
な

ど
で
あ
る
。主

な
質
疑
と
答
弁

督
促
手
数
料
・
特
別
徴
収
手
数
料

【
委
員
】 

督
促
に
掛
か
る
手
数
料
、
特

別
徴
収
に
掛
か
る
手
数
料
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】 

督
促
手
数
料
は
、
特
別
徴

収
か
ら
一
時
的
に
普
通
徴
収
に
な
っ
た

方
へ
の
郵
送
料
等
で
あ
る
。
特
別
徴
収

は
、
国
の
制
度
で
年
金
額
か
ら
天
引
き

徴
収
す
る
の
で
町
の
負
担
は
無
い
。

【
議
案
第
22
号
】  　

令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算（
案
）　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
26
億
７
２
０
０
万
円
と
し

た
。
総
務
費
の
増
額
と
保
険
給
付
費
の

減
額
及
び
、
地
域
支
援
事
業
費
の
増
額

な
ど
で
、対
前
年
度
比
７
２
０
０
万
円
、

2.6
％
の
減
で
あ
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

各
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
減
額

【
委
員
】 
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
全
て
が
、
減
額
と

な
っ
て
い
る
。
入
所
施
設
が
埋
ま
り
、

施
設
の
稼
働
率
が
変
わ
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
高
齢

者
の
減
少
と
、
骨
折
等
に
重
点
を
置
き

取
り
組
ん
で
き
た
介
護
予
防
の
成
果
と

思
う
が
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
負
担
増

や
経
済
的
要
因
に
よ
る
利
用
控
え
の
懸

念
は
な
い
か
。

【
執
行
部
】 

町
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
認
知
症
の
早
期
支
援
チ
ー
ム

な
ど
が
、
地
域
や
民
生
委
員
か
ら
相
談

を
受
け
た
場
合
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
通

所
サ
ー
ビ
ス
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
つ
な
ぐ
な
ど
、
本
人
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
相
談
を
通
し

て
、
指
摘
さ
れ
た
様
な
ケ
ー
ス
に
は
接

し
て
い
な
い
。

【
議
案
第
12
号
】  　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

総
合
戦
略
の
策
定　

　
国
で
は
令
和
3
年
9
月
デ
ジ
タ
ル
庁

を
設
置
し
、「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」と
し

て
改
訂
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
主
軸
と

し
た
市
町
村
総
合
戦
略
の
改
訂
を
求
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本

町
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
を

一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
策
定
し
た
。

【
議
案
第
13
号
】  　

町
道
路
線
の
変
更　

　
道
路
台
帳
の
電
子
化
に
伴
い
、
43
路

線
の
起
終
点
の
軽
微
な
変
更
を
行
っ

た
。 建

設
経
済
常
任
委
員
会原

案
可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決
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建
設
企
業
債
元
金
償
還
金
で
あ
る
。
資

本
的
収
支
の
差
し
引
き
不
足
額
１
８
６

３
万
4
千
円
は
、
当
年
度
損
益
勘
定
留

保
資
金
１
８
６
３
万
4
千
円
で
補
填
す

る
と
し
た
。

【
議
案
第
18
号
】  　

令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）

　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
伴
う
打

ち
切
り
決
算
後
の
消
費
税
等
の
支
払

い
、
及
び
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
へ

の
シ
ス
テ
ム
改
修
負
担
金
支
払
い
に
伴

い
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
２
０
０

万
円
増
額
し
、
2
億
２
９
３
５
万
円
と

し
た
。

【
議
案
第
23
号
】  　

令
和
７
年
度
下
水
道
事
業
会
計

予
算（
案
）　

　

収
益
的
収
支
の
収
入
を
総
額
1
億

８
６
３
８
万
1
千
円
計
上
し
、
支
出

は
総
額
1
億
９
１
２
７
万
2
千
円
を
計

上
し
た
。
資
本
的
収
支
の
収
入
は
1
億

１
０
５
４
万
1
千
円
を
計
上
し
、
支
出

は
総
額
1
億
２
９
１
７
万
5
千
円
計
上

し
た
。
資
本
的
収
支
の
収
入
の
主
な
も

の
は
企
業
債
で
、
支
出
の
主
な
も
の
は

原
案

可
決

一
環
と
し
て
、
県
が
令
和
６
年
度
の
県

人
事
委
員
会
勧
告
を
踏
ま
え
て
改
正
し

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
表
に
準

じ
、
本
町
に
お
い
て
も
令
和
７
年
度
よ

り
給
料
表
の
改
正
を
す
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
は
期
末
手
当
の
み
の
支
給
で

あ
っ
た
が
、
令
和
７
年
度
よ
り
勤
勉
手

当
も
支
給
す
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

正
規
・
非
正
規
の
職
員
比
率

【
委
員
】 

会
計
年
度
任
用
職
員
と
正
規

職
員
の
比
率
目
標
を
長
期
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
こ
ど
も
園
や
給
食
調
理
場

な
ど
の
現
状
を
調
査
・
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
。

【
執
行
部
】 

現
在
、
会
計
年
度
任
用
職

員
が
３
０
２
名
、
正
規
職
員
が
２
２
６

名
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
職
員
の

比
率
や
推
計
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す

る
。

【
議
案
第
２
号
】  　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

　

県
の「
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
給
付

要
綱
」に
定
め
て
い
る
見
舞
金
に
、
市

町
が
上
乗
せ
支
給
を
す
る
も
の
で
、
県

内
の
８
市
９
町
が
一
斉
に
制
定
す
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

【
委
員
】 

被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
観
点
か
ら
も
、
弁
護
士
等
の
代
理

人
で
も
申
請
で
き
る
の
か
。

【
執
行
部
】 

県
が
支
給
決
定
し
た
事
案

に
上
乗
せ
す
る
も
の
で
、
直
接
本
人
が

役
場
窓
口
に
申
請
し
な
く
て
も
よ
い
。

【
議
案
第
９
号
】  　

町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正　

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
の

総
務
常
任
委
員
会

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

雨
ど
い

マ
ン
ホ
ー
ル

雨水ます
汚水ます 汚水ます 汚水ます 汚水ます 公共ます

下水道管
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２年間で舗装予定の跡地

【
執
行
部
】 

県
道
の
交
差
点
改
良
の
計

画
が
あ
る
た
め
、ま
ず
、令
和
７
年
度
に

四
条
小
学
校
側
の
半
分
ほ
ど
を
舗
装

し
、令
和
８
年
度
に
残
り
半
分
の
舗
装

を
予
定
し
て
い
る
。

10
Ｋ
マ
ラ
ソ
ン

【
委
員
】 

10
Ｋ
マ
ラ
ソ
ン
を
廃
止
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】 

過
去
に
４
回
開
催
し
て
お

り
、１
回
目
は
定
員
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
が
、そ
の
後
は
定
員
の
半
数

以
下
の
申
し
込
み
状
況
で
あ
っ
た
。こ

の
現
状
に
鑑
み
、実
施
継
続
よ
り
新
た

な
取
り
組
み
の
方
が
町
の
活
性
化
に
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
、廃
止
と
し
た
。

《
総
務
常
任
委
員
会
関
係
》

エ
ピ
ア
み
か
ど

【
委
員
】 

飲
料
水
確
保
の
た
め
の
井
戸

の
掘
削
を
断
念
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
執
行
部
】 

現
地
調
査
の
段
階
で
岩
盤

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
掘
削
を
断
念

し
た
が
、今
後
、地
元
の
水
利
代
表
者
等

【
執
行
部
】 

地
元
の
生
産
農
家
の
方
の

協
力
に
よ
り
、現
在
の
と
こ
ろ
運
営
に

支
障
は
出
て
い
な
い
が
、今
後
、価
格
見

直
し
の
要
望
が
あ
れ
ば
、適
宜
見
直
し

て
い
く
。

《
建
設
経
済
常
任
委
員
会
関
係
》

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
跡
地

【
委
員
】 

今
後
の
舗
装
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
議
案
第
11
号
】  　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　
人
口
減
少
時
代
の
適
正
な
自
治
体
運

営
、
自
治
力
強
化
を
目
指
し
、
総
合
計

画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
第
２
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

【
委
員
】 

本
町
で
は
、
自
治
会
の
加
入

率
が
５
割
を
切
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る

た
め
、
自
治
会
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

【
執
行
部
】 

自
治
会
の
決
ま
り
事
や
行

事
な
ど
が
面
倒
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ

る
自
治
会
未
加
入
や
、
高
齢
に
よ
る
退

会
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
て
、
調
査
・
研
究
を
す
る
。

総
合
計
画
審
議
会

【
委
員
】 

計
画
書
に
審
議
会
の
委
員
構

成
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
審

議
会
の
議
事
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
開
し
て
ほ
し
い
。

【
執
行
部
】 

準
備
が
で
き
次
第
、
審
議

会
の
メ
ン
バ
ー
や
議
事
録
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

【
議
案
第
14
号
】  　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

(

案)（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
５
７
８

万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
６
億
６
２
７
１

万
３
千
円
と
し
た
。
歳
入
・
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
事
業
費
確
定
に
よ
る
減
額

と
、
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
に
よ

る
増
額
で
あ
る
。

　

事
前
に
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
部
分
を
審
査
し
、
執
行

部
の
説
明
を
了
解
し
た
旨
、
総
務
常
任

委
員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

《
教
育
民
生
常
任
委
員
会
関
係
》

米
価
高
騰

【
委
員
】 

米
の
価
格
高
騰
に
よ
る
給
食

材
料
費
へ
の
影
響
は
あ
る
の
か
。 原

案
可
決
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温泉のにぎわいのために

次世代へ平和のバトンを

定
し
て
お
り
、こ
れ
で
全
て
の
小
学
校

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
す
る
。

適
応
支
援
セ
ン
タ
ー「
い
く
む
」

【
委
員
】 「
い
く
む
」に
通
う
児
童
生
徒

は
、各
家
庭
か
ら
昼
食
を
持
参
し
て
い

る
が
、学
校
給
食
と
同
様
の
金
銭
的
支

援
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、「
い
く
む
」へ
の
給
食
の
配
送

は
で
き
な
い
の
か
。

【
執
行
部
】 

学
校
給
食
は
児
童
生
徒
が

学
校
に
登
校
し
て
食
べ
る
も
の
で
あ

り
、保
護
者
の
負
担
等
は
理
解
で
き
る

が
金
銭
的
な
支
援
は
で
き
な
い
。よ
く

似
た
例
と
し
て
、強
い
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
に
お
い
て
も
、

家
庭
で
用
意
し
た
昼
食
を
持
参
し
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、全
て
自
費
で
お
願
い

し
て
い
る
。

　

ま
た
、学
校
給
食
法
ま
た
は
衛
生
管

理
法
に
お
い
て
、給
食
は
調
理
し
た
場

所
で
食
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、配

送
は
難
し
い
。

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
金

【
委
員
】 

現
金
支
給
が
選
択
可
能
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】 

令
和
６
年
度
は
ギ
フ
ト
の

み
と
し
て
い
た
が
、国
は「
現
金
そ
の
他

確
実
な
方
法
」と
い
う
こ
と
で
、現
金
を

主
た
る
支
給
方
法
と
し
て
規
定
し
て
お

り
、現
金
の
方
が
利
用
し
や
す
い
と
の

考
え
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、現
金
ま
た

は
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
工
事

【
委
員
】 

小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
工
事

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、今
回

で
町
内
全
て
の
小
学
校
で
整
備
が
完
了

す
る
の
か
。

【
執
行
部
】 
今
回
、長
炭
小
学
校
、満
濃

南
小
学
校
、四
条
小
学
校
の
工
事
を
予

　
事
前
に
、教
育
民
生
常
任
委
員
会
、建

設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
部
分
を
審
査
し
、執
行
部

の
説
明
を
了
解
し
た
旨
、総
務
常
任
委

員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

《
教
育
民
生
常
任
委
員
会
関
係
》

戦
没
者
追
悼
式

【
委
員
】 

今
年
も
戦
没
者
追
悼
式
に
中

学
生
の
参
加
は
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】 

昨
年
は
満
濃
中
学
校
の
生

徒
が
参
加
し
好
評
で
あ
っ
た
の
で
、
本

年
も
学
校
側
と
調
整
を
図
り
対
応
し
た

い
。

と
協
議
し
、飲
料
水
整
備
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

【
議
案
第
19
号
】  　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算(

案)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
２
７
億

６
千
万
円
で
、対
前
年
比
10
億
５
千
万

円
の
増
額
で
あ
る
。

原
案

可
決
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急がれる管理作業

トイレを順次洋式化

【
執
行
部
】 

令
和
８
年
度
に
開
催
さ
れ

る
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
た

め
新
規
購
入
し
、町
消
防
団
第
８
分
団

に
配
備
す
る
。現
在
、第
８
分
団
が
使
用

し
て
い
る
古
い
ポ
ン
プ
車
を
、他
の
分

団
へ
移
管
す
る
予
定
で
声
掛
け
を
し
た

が
、受
入
先
が
無
か
っ
た
た
め
、今
後
、

入
札
に
よ
る
売
却
を
予
定
し
て
い
る
。

仲
南
振
興
公
社

【
委
員
】 

仲
南
振
興
公
社
関
係
の
修
繕

費
も
含
め
た
予
算
執
行
に
あ
た
り
、慎

重
か
つ
効
果
的
に
執
行
し
、振
興
公
社

の
現
状
と
求
め
ら
れ
る
改
善
策
に
つ
い

て
は
、振
興
公
社
の
職
員
全
員
が
共
有

で
き
る
よ
う
、町
と
し
て
の
指
導
を
お

願
い
す
る
。ま
た
、運
営
状
況
の
報
告
を

適
宜
行
い
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て
十

分
検
討
し
、適
切
な
判
断
を
し
て
ほ
し

い
。

【
執
行
部
】 

仲
南
振
興
公
社
に
関
し
て

は
、１
年
か
け
て
方
向
性
を
出
す
こ
と

と
し
て
い
る
が
、９
月
議
会
を
目
途
に
、

一
定
の
方
向
性
を
、議
会
と
共
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

ほ
た
る
見
公
園
ト
イ
レ

【
委
員
】 

か
り
ん
の
丘
公
園
の
ト
イ
レ

を
洋
式
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、ほ
た

る
見
公
園
の
ト
イ
レ
は
ど
う
す
る
の

か
。

【
執
行
部
】 

か
り
ん
の
丘
公
園
の
ト
イ

レ
５
基
を
洋
式
化
す
る
。ほ
た
る
見
公

園
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、令
和
７
年

度
よ
り
１
基
ず
つ
洋
式
化
し
て
い
く
。

《
総
務
常
任
委
員
会
関
係
》

消
防
ポ
ン
プ
車

【
委
員
】 

消
防
ポ
ン
プ
車
を
新
規
購
入

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、古
い
ポ
ン
プ
車

は
ど
う
す
る
の
か
。

《
建
設
経
済
常
任
委
員
会
関
係
》

満
濃
池
周
遊
道

【
委
員
】 
満
濃
池
周
遊
道
の
維
持
管
理

が
十
分
に
行
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。来
客
者
の
た
め
に
適
正
に
管
理
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

【
執
行
部
】 

台
風
の
後
な
ど
に
は
周
遊

道
の
状
況
を
確
認
し
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、通
常
時
の
管
理
を
業
者
に
委
託

し
て
い
る
が
、作
業
量
が
増
加
し
て
お

り
、維
持
管
理
作
業
が
間
に
合
っ
て
い

な
い
現
状
で
あ
る
。

原
案

可
決

議会のあり方検討会を設置
　令和7年4月3日に、令和8年4月の任期満了に伴う
改選後の町議会のー層の活性化と議会活動の充実を図る
ため、その具体的検討を行うことを目的に「議会のあり
方検討会」を設置した。
　正・副座長を選任し、検討課題を整理した。
　9月末日をめどに各検討課題について審議することと
した。

検討会の構成員
座　長　常包　恵
副座長　合田正夫
　　　　松下ー美	 白川正樹
　　　　川西米希子	 鈴木崇容
　　　　石﨑保彦	 真鍋泰二郎
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全国研修
議会広報特別
委員会

全国から集まった熱心な広報委員

「議会だより」いざ変革！
令和７年2月18日(火)　全国町村議員会館（東京都）

　全国町村議会議長会主催の
町村議会広報クリニック（研修
会）に参加しました。
　研修会では、議会広報サポー
ター・芳野政明先生を講師に
お招きし、議会広報における
技術的な部分、特に「見出しの
付け方」や「写真のあつかい」
等について講義を受けました。
その後、参加している各議会
の広報誌を対象に、芳野先生による批評と
添削が行われました。
　クリニックでは、議会広報コンクール上位
入賞事例を示し、どこをどうすれば良いかと
いう細かい部分まで指導・指摘がありました。

●見出しの改善
議案そのままの見出しとして使っている
が、それでは読み手にとって何がどうな
るのかが伝わりにくい。見出しをより分
かりやすく改善する必要がある。

●文字数や行間
一般質問コーナーの記事の文字数が一定
でない点や、行間が揃っていない点につ
いて、統一感をもたせるようにすること。

●写真のキャプション
最終ページの町内風景特集の写真に
キャプションを付けるようにすること。

●まんテンちゃんの活用
表紙にキャラクター「まんテンちゃん」を
出しているが、他のページでも案内役や
用語解説などで登場させてはどうか。

　芳野先生からの指摘を受け、今後、「議会
だより」のフォーマット（様式）について大
幅に変更する必要があると感じました。今
後は、議案そのままの見出しや、通称「戒名
見出し」と呼ばれる漢字ばかりの見出しを避
け、何がどうなったのかが一目で分かるもの
へ改善するよう検討したいと思います。
　また、一般質問コーナーの統一感を持た
せるためには文字数の徹底が必要です。現
在500字程度としていますがバラバラな状
況です。文字数を徹底することで、視覚的
にも良くなると思うので、各議員への周知
をしていきます。
　本町の「議会だより」は、これまでの議
会広報委員が作り上げてきた完成度の高い
フォーマットであり、県内９町の中では上
位であると自負しています。しかし、更な
る読みやすさを追及するには、指摘事項を
改善した新たなフォーマット作りをしなけ
ればなりません。一気に様変わりとはいき
ませんが、できることから改善していき、
より良い「議会だより」にしていきたいと
思います。

講師からのアドバイス
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町議会は、町民の皆さんの意思を行政に反映させる機関です。
会議当日、受付で手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。
受付は、町役場４階議会事務局窓口で行います。
お気軽にお越しください。

詳しくは議会事務局へ  ☎0877-73-0109

町議会を傍聴してみよう

３月定例会　
傍聴合計人数　29名

傍聴にお越しいただきありがとうございます。
会議日程は、ホームページ、

告知放送でお知らせしています。

次回の定例会は
６月に開催予定です。

永
年
表
彰
を
受
賞

大西  樹 議長 竹林  昌秀 議員

よ
り
見
識
を
磨
き
ま
す

議場の後方に傍聴席があります
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医療費の抑制に効果

活かされる資源ごみ

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

使
用
状
況
は

【
委
員
】町
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
の
使
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
の
使
用
率
は
、医
療
機
関

の
推
奨
も
あ
り
、令
和
５
年
度

の
実
績
で
は
80
％
程
で
香
川
県

下
で
も
高
い
使
用
率
で
あ
る
。

【
琴
南
支
所
長
】歯
科
診
療
は
予

約
送
迎
で
の
診
療
が
多
い
こ
と

が
原
因
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、造

田
診
療
所
か
ら
半
径
16
㎞
圏
内

に
お
い
て
訪
問
診
療
を
し
て
お

り
、三
豊
市
の一
部
や
綾
川
町
方

面
に
出
向
く
場
合
も
あ
り
、町
外

と
表
示
し
て
い
る
の
は
、ま
ん
の

う
町
外
に
お
け
る
診
療
人
数
で

あ
る
。

●
町
民
の
健
康
増
進

 

※
２Ｋ

Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を

      

ど
う
活
用
す
る
か

【
委
員
】今
回
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
各
種
分
析
デ
ー
タ
の

説
明
が
あ
り
、町
民
の
健
康
増

進
に
取
り
組
む
上
で
有
効
だ
と

思
う
が
、今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】様
々
な
傾
向

が
分
析
で
き
る
の
で
、健
康
増

進
課
の
保
健
師
と
も
連
携
し
、

取
り
組
む
べ
き
疾
病
や
ケ
ガ
の

予
防
を
更
に
推
進
し
、町
民
の

健
康
増
進
に
努
め
る
。

【
住
民
生
活
課
長
】資
源
ご
み
は
、

一
旦
保
管
し
、あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
量
を
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
っ
て
お
り
、そ
の
際
に
発
生

す
る
手
数
料
を
収
支
に
計
上
す

る
関
係
な
ど
で
、前
年
同
月
と
大

幅
に
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

●
歯
科
診
療
所

診
療
人
数
の

　
　
　
増
加
要
因
は

【
委
員
】
歯
科
診
療
所
の
11

月
、12
月
、1
月
の
診
療
件
数
及

び
診
療
人
数
が
、前
年
を
上
回
っ

て
い
る
理
由
と
、受
診
者
内
訳
に

あ
る
町
外
表
記
は
何
か
。

【
学
校
教
育
課
】学
校
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

は
、３
年
か
ら
５
年
先
に
複
式

学
級
で
の
運
営
が
見
込
ま
れ
る

状
況
の
た
め
、県
に
教
員
の
加

配
申
請
を
し
て
い
る
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
。ま
た
、町
単
独
で

教
師
を
募
集
し
て
も
応
募
が
な

い
。来
年
度
早
々
に
開
催
す
る
、

学
校
適
正
配
置
に
向
け
た
検
討

準
備
委
員
会
で
協
議
し
た
い
。

※
１
…
２
つ
以
上
の
学
年
が
同
じ
教
室

で
授
業
を
受
け
る
学
級
。

●
資
源
ご
み

月
別
収
支
の
変
動
は

【
委
員
】資
源
ご
み
の
月
別
収
支

に
つ
い
て
、前
年
と
大
幅
に
違
う

月
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
要
因

か
。

●
住
民
健
診

希
望
医
療
機
関
が

      

集
中
し
た
場
合
は

【
委
員
】住
民
健
診
に
お
い
て
希

望
す
る
医
療
機
関
で
の
人
間

ド
ッ
ク
受
診
が
出
来
な
い
場
合

は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】人
間
ド
ッ
ク

の
提
携
先
が
、職
員
の
人
員
減

少
等
で
、受
入
枠
が
減
少
し
、希

望
先
で
の
受
診
に
応
え
ら
れ
な

い
場
合
が
発
生
し
て
い
る
。定

員
を
超
過
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、抽
選
に
漏
れ

た
方
に
は
、第

２
希
望
先
で

の
受
診
を
勧

奨
し
て
い
る
。

●
将
来
の
児
童
数

各
こ
ど
も
園
・
小
学
校

      

児
童
数
の
推
移
は

【
委
員
】各
こ
ど
も
園
の
園
児
数
、

各
小
学
校
の
児
童
数
に
お
け
る

将
来
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

※
２
…
国
保
連
合
会
が
「
検
診
・
保

健
指
導
」「
医
療
」「
介
護
」
の
各
種

デ
ー
タ
を
利
活
用
し
て
①
「
統
計
情

報
」
②
「
個
人
の
健
康
に
関
す
る
デ
ー

タ
」
を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
。
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

●
木
育
事
業

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
び

【
委
員
】
森
の
恵
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

事
業
で
子
ど
も
に
、
何
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
の
か
。

●
コ
ウ
ノ
ト
リ

幸
せ
を
運
ぶ
鳥

【
委
員
】
今
年
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

現
状
は
ど
う
な
の
か
。

【
農
林
課
長
】
最
近
に
な
り
巣
の

ま
わ
り
に
帰
っ
て
来
て
い
る
。

巣
や
電
柱
の
辺
り
で
縄
張
り
を

監
視
し
て
い
る
姿
が
あ
り
、
お

そ
ら
く
去
年
と
同
じ
よ
う
に
産

卵
す
る
と
思
う
。

【
農
林
課
長
】
町
産
木
材
で
作

製
し
た
お
も
ち
ゃ
を
、
1
歳
児

健
診
の
際
に
、
か
り
ん
健
康
セ

ン
タ
ー
で
贈
呈
し
て
い
る
。

１歳児へのプレゼント（木のおもちゃ）

昨年度の地域応援商品券

●
水
道
関
連
の
事
故

ま
ん
の
う
町
の
安
心

【
委
員
】
最
近
、
全
国
的
に
水
道

関
連
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る

が
、
本
町
で
も
町
道
・
県
道
の

道
路
の
点
検
や
修
繕
整
備
を
し

て
い
く
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
幹
線

道
路
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
１
５
０
㎞
程

あ
る
町
道
全
て
を
常
時
点
検
す

る
の
は
難
し
い
た
め
、
町
に
通

報
を
し
て
頂
き
、
迅
速
に
補
修

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
水
道
管

は
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全

て
を
点
検
す
る
に
は
課
題
が
多

い
。

●
ひ
ま
わ
り
ポ
ン
酢

売
上
高
は
絶
好
調

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
ポ
ン
酢
を
個

包
装
す
る
箱
や
紙
袋
は
な
い
の

か
。
商
品
の
販
売
状
況
が
好
調

な
の
で
箱
や
紙
袋
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
現
在
の
と
こ

ろ
作
製
し
て
い
な
い
の
で
、
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
ま
ん
の
う
に
伝
え

て
、
検
討
し
て
も
ら
う
。

●
地
域
応
援
商
品
券

物
価
高
騰
の
支
援
策

【
委
員
】
令
和
7
年
度
の
地
域
応

援
商
品
券
事
業
の
予
定
は
あ
る

の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
昨
年
度
同

様
に
6
月
に
１
万
円
分
を
配
布

し
、
1
月
末
日
ま
で
の
使
用
期

間
を
予
定
し
て
い
る
。

ひまわりコロコ
ロ

まんのう里山つ
みき
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※

マルチコピー機（善通寺市役所）

どうする？今後の活用

い
て
本
庁
と
協
議
の
う
え
検
討

し
た
い
。

●
証
明
書
発
行
手
数
料

調
査
・
研
究

【
委
員
】軽
自
動
車
住
所
確
認
書

は
、県
内
で
は
高
松
市
だ
け
が

有
料
で
あ
る
。住
民
票
等
が
有

料
で
あ
る
の
で
、財
源
確
保
の

観
点
か
ら
、手
数
料
に
つ
い
て
の

調
査・研
究
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
仲
南
支
所
長
】証
明
書
発
行
手

数
料
に
つ
い
て
、住
民
生
活
課

と
も
協
議
し
、調
査・
研
究
し
た

い
。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

●
公
開
型・統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

新
年
度
よ
り
運
用
開
始

【
委
員
】公
開
型・
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。

【
総
務
課
長
】避
難
所
な
ど
の
位

置
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

関
係
や
、農
地
の
状
況
な
ど
を

今
ま
で
よ
り
詳
し
く
示
し
た
も

の
で
あ
る
。公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、

住
民
の
方
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

●
支
所
の
窓
口
業
務

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
効
率
化

【
委
員
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
者
が
増
え
て
き
て
い

る
。支
所・
出
張
所
は
職
員
が
少

な
い
の
で
、働
き
方
改
革
の
観

点
か
ら
も
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を

導
入
し
て
、証
明
書
発
行
業
務

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

【
琴
南
支
所
長
】現
在
、証
明
書

発
行
件
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い
が
、今
後
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
更
新
業
務
が
増
え
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、窓
口
業
務
の
あ
り
方
に
つ

●
地
域
公
共
交
通

m
obi

の
利
用
者
数

【
委
員
】コ
ト
バ
ス
Ｍ
Ｘ
が
運
営

す
るm

ob
i

（
モ
ビ
）の
利
用
者

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

利
用
者
数
な
ど
は
ど
の
く
ら
い

な
の
か
。

【
企
画
政
策
課
長
】民
間
運
営
の

た
め
、町
で
は
把
握
し
て
い
な

い
の
で
、運
営
会
社
に
確
認
す

る
。

●
琴
南
総
合
セ
ン
タ
ー

活
用
の
検
討
を

【
委
員
】琴
南
総
合
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
、町
全
体
で
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

【
琴
南
支
所
長
】施
設
の
利
用
実

績
を
踏
ま
え
て
、イ
ベ
ン
ト
、そ

の
他
の
活
用
に
つ
い
て
総
合
的

に
考
え
て
い
く
。

　

ま
た
、町
職
員
用
に
は
上・
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
関
係
が

含
ま
れ
て
お
り
、ス
ム
ー
ズ
な

住
民
対
応
が
可
能
と
な
る
。

※
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（G
IS

：G
eographic Inform

ation 
System

）
は
、
地
理
的
位
置
を
手
が

か
り
に
、
位
置
に
関
す
る
情
報
を
持
っ

た
デ
ー
タ
（
空
間
デ
ー
タ
）
を
総
合
的

に
管
理
・
加
工
し
、
視
覚
的
に
表
示
し
、

高
度
な
分
析
や
迅
速
な
判
断
を
可
能
に

す
る
技
術
。

●
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

【
委
員
】県
内
の
町
で
避
難
所
ご

と
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
で
き
て
い
る
の
は
宇
多
津
町

だ
け
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た

が
、本
町
に
お
い
て
策
定
が
進

ん
で
い
な
い
理
由
は
何
か
。

【
総
務
課
長
】避
難
の
際
に
支
援

の
必
要
な
方
の
調
査
を
民
生
委

員
、地
域
の
方
、福
祉
担
当
部
署

と
で
進
め
て
お
り
、令
和
７
年

度
中
に
各
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
す
る
。

いよいよ運用開始
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！

３月定例会では、10人の議員が一般質問を行いました。議員情報等は、まんのう町ホームページ（議会情報 
https://www.town.manno.lg.jp/chosei/gikai/）に掲載していますので、ご覧ください。

一般質問は、議員が町政全般について
現状や方針を問うものです。

これに対し、町は今後の事業の進め方や
問題解決のための考え方を答えます。

町議会
ホームページ

川西　米希子 ○適応支援センター「いくむ」の学習等の環境整備、保護者支援、
　労働環境整備 19p

竹林　昌秀

○地方創生の地域戦略計画を立てて、総合計画の立案を見送ると
　どのような効果があり、どう課題を乗り越えるのか
○IT・DX・AIとかの電子技術を、町長はどう掌握して、複合的な
　駆使を図るのか
○不登校、障害、発達障害の児童生徒への対応を問う

19p

松下　一美 ○土地基本法の改正を問う 20p

鈴木　崇容 ○「防災」注目される災害時の対応と課題
○農業の今後の支援と戦略は

20p

京兼　愛子 ○一人暮らしの高齢者の防犯対策 21p

常包　恵
○精神障害者も医療費助成の対象に
○交通安全対策からやさしいまちづくり
○町指定のゴミ袋で安否確認を

21p

石﨑　保彦 ○地域おこし協力隊・行政・議会・住民　四位一体の地域活性化
○パブリックコメントの活性化

22p

白川　正樹 ○災害時におけるドローン調査 22p

真鍋　泰二郎 ○魅力の発見と発信 23p

川原　茂行 ○農業振興 23p
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

防犯カメラ

竹
林  

町
政
課
題
を
ど
う
乗

り
越
え
る
の
か
。

町
長　
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
と
町
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
を
並
行
し
て
運
用

す
る
。

竹
林  

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ど
う

使
う
の
か
。

町
長　
政
府
か
ら
提
供
さ
れ

る「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
デ
ー
タ
分
析
評
価
フ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と「
地
域

経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」を
使
っ

て
、立
案
と
検
証
を
行
う
。

竹
林  

（
財
）地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
に
は
、経
済
循
環
の

構
造
分
析
す
る
専
門
家
を
派

遣
す
る
制
度
が
あ
る
。導
入

で
き
ぬ
か
。

町
長　
検
討
す
る
。

竹
林  

駆
使
す
る
政
府
統
計

の
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

国
勢
調
査
、地
域
経

済
循
環
図
、経
済
セ
ン
サ
ス
、

労
働
力
調
査
、土
地
家
屋
調

査
、農
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
が

あ
る
。省
庁
の
年
次
白
書
も

使
え
る
。

竹
林  

現
行
計
画
の
行
政
実

績
の
活
用
手
法
を
問
う
。リ

テ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
職
員
一
人

一
人
の
目
標
設
定
に
持
ち
込

め
る
か
。

町
長　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
す
よ
う
に
、数
値
目
標

を
掲
げ
て
、評
価
と
点
検
を

重
ね
て
、継
続
的
に
活
用
す

る
。個
々
の
職
員
の
取
組
こ

そ
眼
目
で
あ
る
。

竹
林  

過
疎
持
続
計
画
と
の

連
動
を
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
整
合
性
を
取
り
、Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
統
合
化
を
図
り
、進
捗

管
理
を
一
元
化
す
る
。

●
Ｉ
Ｔ・
Ｄ
Ｘ・
Ａ
Ｉ
の
活
用

を
ど
う
す
る
の
か
。

竹
林  

町
政
要
覧
を
発
行
で

き
ぬ
か
。

町
長　
文
書
化
よ
り
も
、オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
し
て
、随
時
更

新
し
て
ゆ
き
た
い
。

デジタル田園都市構想と過疎持続計画を立案する

　
「
い
く
む
」は
、
通
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
心
が
休
ま

る
場
所
で
あ
り
、
将
来
へ
の

夢
と
希
望
を
育
む
た
め
の
施

設
で
あ
る
。
児
童
生
徒
と
保

護
者
、
職
員
へ
の
さ
ら
な
る

支
援
を
求
め
る
。

●
環
境
整
備

川
西　
①「
い
く
む
」の
看
板

と
案
内
板
の
設
置
を
。
②
学

習
机
・
私
物
管
理
の
棚
等
・

災
害
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
整

備
を
。
③
書
籍
庫
を
片
付
け
、

児
童
生
徒
・
職
員
が
使
え
る

部
屋
に
整
備
を
。
④
図
書

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
。

町
長　
①
わ
か
り
や
す
い
案

内
の
方
法
を
検
討
す
る
。
②

「
い
く
む
」専
用
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
置
く
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
。
③
学
習
空
間
と
し

て
の
利
用
を
考
え
る
。
④
町

立
図
書
館
の
団
体
貸
し
出
し

事
業
を
活
用
し
た
い
。

●
保
護
者
支
援

川
西　
①
不
登
校
保
護
者
の

会「
え
く
ぼ
」の
周
知
と
広
報

を
。②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入

と「
い
く
む
」で
の
お
弁
当
の

取
り
寄
せ
許
可
を
。

町
長　
①
今
後
も
学
校
を
通

じ
て
全
家
庭
の
保
護
者
に
対
し

「
え
く
ぼ
」の
周
知
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。②
保
護
者
の

負
担
軽
減
策
は
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

●
職
員
の
労
働
環
境
の
整
備

川
西　
①「
い
く
む
」と
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
の
各
職
員
室

を
確
保
し
、職
員
室
に
保
護
者

や
児
童
生
徒
に
配
慮
し
た
相

談
場
所
の
整
備
を
。②
正
規

職
員
と
し
て
雇
用
し
、長
期
的

展
望
で
児
童
生
徒
と
向
き
あ

え
る
雇
用
環
境
の
整
備
を
。

町
長　

①
保
護
者
、児
童
生

徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
相
談
場
所
の
確
保
を
検
討

す
る
。②
的
確
優
秀
な
人
材

の
確
保
に
努
め
る
。

適応支援センター「いくむ」の学習等の
　　環境整備・保護者支援・労働環境整備を

問

川
か わ に し

西 米
ま き こ

希子
議員

ひとりで悩まないで
「えくぼ」が設立
されました

答 書籍を置いている部屋を片付け、学習空間としての利用を考える

不登校支援

答

問

竹
たけばやし

林 昌
まさひで

秀
議員

数値情報の分析が、
的確な施策立案

となる

※「
え
く
ぼ(

笑
来
歩)

」
と
は
、
令

和
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
不

登
校
保
護
者
の
会
で
す
。

※「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
希
望
あ

る
未
来
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

け
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
こ

も
っ
て
い
ま
す
。

策定と活用の手法を問う
地方創生戦略計画の効能
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

土地基本法

防  災

災害時には
安定した食糧を

早期の歩道整備が望まれる

二
、集
客・収
益
施
設
の

　
　
　
　
　
魅
力
の
向
上
へ

竹
林　
集
客
と
収
益
性
を
発

揮
す
る
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
を
問
う
。合
併
以
来

手
つ
か
ず
だ
。魅
力
を
上
げ

た
い
。 

町
長　
指
定
管
理
期
間
に
照

ら
し
て
、こ
れ
か
ら
総
合
的

に
検
討
す
る
。修
理
は
そ
の

都
度
行
っ
て
い
る
。

三
、文
化
資
源
の
活
用

竹
林　
町
の
文
化
財
保
存
活

用
計
画
の
策
定
を
求
め
る
。

町
長　

令
和
７
年
度
に
、策

定
着
手
す
る
。 

竹
林　
獅
子
舞
や
お
神
楽
を

町
指
定
す
る
よ
う
に
、法
令

改
正
に
沿
っ
た
町
条
例
の
改

正
を
求
め
る
。

教
育
長　
未
指
定
の
把
握
を

行
い
、保
存
活
用
団
体
の
指

定
も
調
査
し
て
、例
規
改
正

の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

鈴
木　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の

デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
、
ま
ん

の
う
町
の
個
人
経
営
体
は
、

か
な
り
減
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
個
人
農
業
者
・
家

族
系
農
家
に
対
し
て
補
助

事
業
、
更
に
は
担
い
手
へ
の

支
援
施
策
を
拡
充
で
き
な
い

か
。

町
長　
今
後
、
担
い
手
だ
け

で
な
く
非
担
い
手
農
家
へ
の

支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
宜
示
さ

れ
る
と
思
う
、
ま
た
、「
多

様
な
農
業
人
材
認
定
制
度
」

の
よ
う
な
県
が
6
分
の
1
、

市
町
が
6
分
の
1
の
負
担
と

な
る
補
助
事
業
等
の
予
算
が

適
正
に
確
保
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

鈴
木　
昨
年
、
11
月
に
政
府

が
全
国
の
自
治
体
に
対
し
水

洗
式
の
便
器
を
備
え
た
移
動

式
ト
イ
レ
カ
ー
や
災
害
時
対

応
用
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
防

災
備
蓄
導
入
の
補
助
を
す
る

と
あ
っ
た
、
ま
た
、
国
の
交

付
金
制
度
の
中
に
は
防
災
備

蓄
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
あ

り
、
今
後
本
町
は
災
害
時
の

備
え
に
取
り
組
む
の
か
。

町
長　
移
動
式
ト
イ
レ
カ
ー

の
購
入
は
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
の
制
度
を
活
用
し
、

災
害
対
応
用
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

は
県
や
近
隣
自
治
体
と
協
力

し
、
共
同
運
営
を
行
う
か
前

向
き
に
検
討
す
る
。
ま
た
、

防
災
備
蓄
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

は
、
中
讃
広
域
2
市
3
町
と

各
市
町
の
防
災
所
管
課
と
協

議
し
共
同
で
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
か
ど
う
か
検
討
す

る
。

中讃広域2市3町、共同で取り組む検討を考える

防災備蓄用ストックヤードを
　　　　 建設して頂きたい

個人経営体（家族
系農家、兼業農家）
を守る支援は
「多様な農業人材認定制度」
を活用し支援をしていく

答

答

問

問

鈴
す ず き

木 崇
たかひろ

容
議員

個人農業者支援

答

松
下　
土
地
基
本
法
が
平
成

元
年
に
制
定
さ
れ
30
年
ぶ
り

に
改
正
さ
れ
た
。不
明
土
地

の
利
用
円
滑
化
の
た
め
、公

益
的
な
事
業
に
利
用
を
可
能

に
す
る
制
度
で
公
共
事
業
で

の
収
用
す
る
際
、委
員
会
の

審
理
、手
続
き
の
合
理
化
、円

滑
化
を
図
る
制
度
で
あ
る
。

不
動
産
登
記
簿
等
を
参
照
後

所
有
者
が
判
明
し
て
も
、所

有
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
な

ど
、所
有
者
不
明
土
地
と
な

り
、都
市
開
発
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
に
支
障
が
出
て
い

る
。国
道
４
３
８
号
の
佐
岡

交
差
点
南
側
の
歩
道
部
分
が

所
有
者
不
明
で
、未
買
収
の

た
め
工
事
が
止
ま
っ
て
い

る
。見
通
し
も
悪
く
大
き
な

事
故
も
お
き
て
お
り
、交
通

安
全
上
か
ら
も
工
事
の
進
展

が
望
ま
れ
て
い
る
が
、こ
の

件
に
つ
い
て
、町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　

所
有
者
不
明
土
地

や
、管
理
不
全
土
地
の
増
加

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
防
災
上

か
ら
も
重
大
な
支
障
の
恐
れ

が
あ
る
。国
道
４
３
８
号
線

の
当
該
地
に
つ
い
て
は
、個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
差

し
控
え
る
が
、改
良
の
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
、中
讃

土
木
事
務
所
に
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

所有者不明土地を
公益のために利用できないか

中讃土木事務所に要望する

問

松
まつした

下 一
か ず み

美
議員

人命にかかわるため
早急に
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

防犯対策

京
兼　
今
年
度
、
本
町
の
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
数
は
何
世
帯
な
の

か
。

町
長　
令
和
7
年
2
月
18
日

時
点
で
住
民
台
帳
の
登
録
で

は
、
全
世
帯
７
４
８
４
世
帯

あ
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
は
１
０
２
１
世
帯
が
実
態

に
近
い
数
値
と
考
え
て
い
る
。

京
兼　
近
年
、
高
齢
者
住
宅

に
押
し
入
り
、
金
品
や
命
を

奪
う
事
件
が
増
え
て
い
る
。

安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
防
犯
関
係
の
補
助
金
を

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
優

先
的
に
使
え
な
い
か
。

町
長　
高
齢
者
が
安
心
安
全

に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、
町
政
に
お
い
て
極

め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
個
人
宅
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
や

町
の
財
政
的
な
側
面
か
ら
慎

重
に
検
討
す
る
。
日
常
生
活

で
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
心
が
け
る
事
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一人暮らしの高齢者が安心安全に
           過ごすために町補助事業を

問

京
きょうかね

兼 愛
あ い こ

子
議員

高齢者の不安を
解消して

答 防犯対策の充実に向けて検討を進める

災害時の安否確認問

常
包　
災
害
発
生
時
に
地
域

で
安
否
確
認
が
で
き
れ
ば
、

逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
犠
牲
者

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。東
京
都
多
摩
市
で
は
、指

定
ゴ
ミ
袋
を
ベ
ラ
ン
ダ
や
フ
ェ

ン
ス
、玄
関
先
や
ド
ア
ノ
ブ
等

に
結
び
付
け
て
無
事
を
伝
え

る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
も
の
を
用
意
す
る

必
要
が
な
く
、毎
日
使
っ
て

い
る
ゴ
ミ
袋
を
活
用
し
た
も

の
だ
。「
無
事
で
す
」と
印
刷

し
て
お
く
と
一
層
効
果
が
上

が
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

迅
速
か
つ
簡
単
に
、

自
分
の
世
帯
が
無
事
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
有
効
な
方
法

と
考
え
る
。新
年
度
か
ら「
無

事
で
す
」と
印
刷
で
き
る
よ
う

に
、関
係
課
で
協
議
を
始
め
て

い
る
。

指定ゴミ袋で安否確認を

常
つねかね

包  恵
めぐみ

 
議員

毎日使っている
ゴミ袋を活用

答
新年度から実施に向けて協議中

常
包　
１
級
か
ら
３
級
に
区

分
さ
れ
て
い
る
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
２
級
は
、

援
助
な
し
に
は
入
浴
、更
衣
、

清
掃
な
ど
が
で
き
な
い
状
態

で
あ
る
。

　
県
内
の
市
町
で
は
医
療
費

の
助
成
が
な
い
が
、奈
良
県

で
は
全
市
町
村
で
１・
２
級

を
助
成
対
象
と
し
て
い
る
。

本
町
で
実
施
で
き
な
い
課
題

は
何
か
。

町
長　
町
内
で
１
３
７
名
が

手
帳
取
得
。１
級
か
ら
３
級
ま

で
全
て
を
対
象
と
す
る
と
年

間
約
１
８
０
０
万
円
必
要
と

な
る
。

常
包　

福
祉・
医
療
制
度
は

命
に
係
わ
る
問
題
で
、県
内

の
市
町
同
一
水
準
が
望
ま
し

い
。財
政
が
大
き
な
問
題
で

あ
る
の
で
、県
の
補
助
対
象

に
な
る
よ
う
要
望
で
き
な
い

か
。

町
長　
近
隣
市
町
足
並
み
を

揃
え
、県
へ
要
望
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

多摩市のごみ袋
（出典：多摩市）

身体・知的障害者と
同様に無償化を

県の補助対象となるよう
要望する

答

問
精神障害者の医療費
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

災害用ドローン

我が町の活性化

答

問

白
川　
ド
ロ
ー
ン
所
有
者
と

災
害
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
検

討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

町
長　
町
内
や
近
隣
市
町
の

ド
ロ
ー
ン
所
有
者
と
災
害
協

定
を
結
ぶ
こ
と
は
大
変
有
効

な
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
保

有
・
運
用
す
る
こ
と
で
災
害

時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

を
行
う
た
め
に
有
効
で
あ

る
。

　
活
用
目
的
と
し
て
は
地
震

の
場
合
、広
範
囲
を
短
時
間

で
撮
影
し
倒
壊
し
た
建
物
や

道
路
の
寸
断
状
況
を
把
握

で
き
る
。人
の
立
ち
入
り
が

困
難
な
危
険
地
域
や
化
学
物

質
の
流
出
現
場
な
ど
高
リ
ス

ク
の
エ
リ
ア
の
調
査
が
で
き

る
。救
助・
避
難
誘
導
の
観
点

か
ら
、行
方
不
明
者
の
捜
索

や
避
難
者
の
位
置
確
認
に
活

用
で
き
る
。道
路
が
寸
断
さ

れ
た
地
域
に
、医
療
品
食
料

な
ど
緊
急
物
資
を
輸
送
で
き

る
。な
ど
導
入
す
る
こ
と
で

様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る
。

白
川　
町
と
し
て
ド
ロ
ー
ン

を
所
有
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
町
職
員
や
町
消
防
団

員
が
ド
ロ
ー
ン
操
作
の
研
修

を
受
け
操
縦
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
購
入
に
は
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
が
活
用

で
き
後
の
交
付
税
で
７
割
の

措
置
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
災
害
対
応
用
の
ド
ロ
ー

ン
を
購
入
す
る
か
、
県
や
近

隣
自
治
体
と
協
力
し
共
同
運

用
を
行
う
か
な
ど
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。

ドローン所有者と
　　　　　  災害協定を

白
しらかわ

川 正
ま さ き

樹
議員

ドローン活用で
迅速に安全確保を

町内や近隣市町のドローン所有者と災害協定を結ぶことを検討する

町の未来を共有し、力を合わせて取り組む

石
﨑 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
費
用
は
国
費
で
補
填
さ

れ
町
の
予
算
措
置
は
要
ら
な

い
。
現
在
の
1
事
業
1
名
体

制
か
ら
、
各
年
度
に
1
名
採

用
し
、
３
名
の
チ
ー
ム
体

制
で
運
用
す
れ
ば
、
事
業
の

分
業
や
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が

図
れ
る
。
ま
た
、
先
輩
の
知

識
や
チ
ー
ム
で
積
み
上
げ
た

実
績
や
経
験
を
継
続
発
展
で

き
、
事
業
目
標
の
進
捗
が
図

れ
る
。
町
の
重
点
課
題
を
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
行

政
・
議
会
・
住
民
の
４
者
が
、

知
恵
と
思
い
と
行
動
を
持
ち

寄
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
実

現
す
る
。
そ
し
て
、
活
動
を

通
し
て
培
わ
れ
た
お
互
い
の

連
帯
感
は
、
３
年
の
任
期
満

了
後
も
、
ま
ん
の
う
町
の
住

民
と
し
て
定
住
に
結
び
付
く

の
で
は
な
い
か
。

町
長　
チ
ー
ム
で
運
用
す
る

方
法
も
有
効
と
は
思
う
が
、

ま
ん
の
う
町
の
よ
り
広
い
課

題
を
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

課
題
解
決
に
取
り
組
む
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
人
数
を
増
や
す
方
法
も
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
後
、
熱
意
を
持
っ
た
人
材

を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
受
け

入
れ
て
い
く
べ
き
か
、
庁
内

全
体
で
、
関
係
各
課
の
抱
え

る
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用

の
方
法
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

ど
の
よ
う
に
整
え
る
の
か
、

任
期
満
了
後
の
起
業
・
定
住

支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

四位一体で取り組む
　　　　　地域活性化を

問

石
いしざき

﨑 保
やすひこ

彦
議員

地域おこし協力隊
の増員

答

広範囲を短時間で調査
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

農業振興

魅力の発見と発信

川
原  

現
在
も
続
い
て
い

る
米
価
の
価
格
高
騰
は
、生

産
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、

１
９
９
５
年
に
食
糧
管
理
制

度
が
廃
止
さ
れ
た
後
、昨
年

夏
以
降
、政
府
の
失
策
が
こ

の
事
態
を
招
き
消
費
者
を
困

ら
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、農
家
が
あ
た
か
も
、

儲
け
て
い
る
よ
う
な
報
道
を

さ
れ
有
識
者
や
評
論
が
更
に

事
態
を
あ
お
り
看
過
で
き
な

い
。

　

主
食
の
米
を
始
め
と
す

る
、食
糧
の
安
定
供
給
に
つ

い
て
持
続
可
能
な
形
で
継
続

す
る
為
に
、農
業
従
事
者
を

増
や
す
事
を
町
独
自
で
国
の

食
糧・
農
業・
農
村
基
本
計
画

に
盛
り
込
ん
で
も
ら
う
よ
う

国
に
要
望
書
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
農
産
物
の
価
格
が
不

安
定
な
現
状
は
、農
家
だ
け

で
な
く
消
費
者
も
不
安
で
あ

り
、持
続
可
能
な
農
業
を
目

指
す
新
た
な
制
度
が
必
要
な

時
期
に
あ
る
と
は
思
う
。未

だ
に
主
食
用
米
の
混
乱
は
続

い
て
い
る
が
、次
期
基
本
計

画
を
精
査
し
た
う
え
で
、農

業
関
係
機
関
と
の
協
議
や
町

村
会
と
の
足
並
み
を
そ
ろ
え

な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
措
置

し
、国
に
は
町
独
自
の
要
望

書
を
提
出
す
る
。

問 米の価格高騰をどのように
　　　　　  考えているのか

川
かわはら

原 茂
しげゆき

行
議員

答
農業状況を鑑みたら決して高くはない

国への強い
要望を

隠れた名所（長炭地区金剛院）

真
鍋　
昨
年
11
月
に
行
政
視

察
に
行
っ
た
鳥
取
県
智
頭
町

で
は
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
に
町
民
が
関

与
す
る
取
り
組
み（
町
民
ラ

イ
タ
ー
）を
行
っ
て
い
た
。本

町
で
も
情
報
発
信
に
町
民
が

関
わ
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
と

思
う
。ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
依
頼
し
、イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等

で
紹
介
し
て
も
ら
う
よ
う
な

方
法
も
あ
る
か
と
思
う
。

　
例
え
ば
、

「
＃
ま
ん
の
う
町
〇
〇
〇
」で
、

町
の
魅
力
を
み
ん
な
で
発
信

し
よ
う
！

と
言
っ
た
告
知
を
行
政
が
行

い
、発
信
は
町
民
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人（
ま
ん
の
う
町
フ
ァ

ン
）が
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、町
民
等
を

巻
き
込
ん
だ
魅
力
発
信
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長　

現
在
、本
町
で
は
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成・配

布
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
が
中

心
の
情
報
発
信
と
な
っ
て
い
る

が
、昨
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
が
主
流
で
あ
り
、大
き

な
費
用
を
か
け
ず
に
最
大
限

の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
民
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

に
よ
る
情
報
発
信
は
、行
政
と

異
な
っ
た
視
点
で
本
町
の
魅

力
を
発
信
す
る
効
果
が
期
待

で
き
る
と
思
う
。今
後
、町
民

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る

魅
力
発
信
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の

か
を
調
査・研
究
す
る
。

問 町民等を巻き込み、
　　SNSによる魅力発信を

真
ま な べ

鍋 泰
たいじろう

二郎
議員

答
効果が期待できるので、調査・研究を行う

「＃まんのう町」で
魅力発信だ

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
し
て
、
多
く
の
人

　
に
影
響
を
与
え
る
人
物

※
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香川県 まんのう町

住みやすい町づくりを目指して
https://www.town.manno.lg.jp/chosei/gikai/ 皆様のご意見をお聞かせください。mail：gikai@town.manno.lg.jp
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　委
　員

　竹
林
　昌
秀

　み
な
さ
ま
、
本
誌
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　議
会
で
最
も
多
く
開
催
さ
れ
る
の

が
、
広
報
委
員
会
で
す
。
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
よ
り
良
い
「
議
会

だ
よ
り
」
を
作
成
す
る
べ
く
、
委
員

一
同
、
苦
心
し
な
が
ら
喜
怒
哀
楽
を

共
に
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
先
般
、
議
会
広
報
の
研
修
会

に
参
加
し
、
編
集
の
プ
ロ
か
ら
添
削

を
受
け
る
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
と
も
有

益
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
何
か

お
気
づ
き
の
点
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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今回の定例会

３月
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同級生
（中山ひまわり団地）

笑顔で卒業
（仲南小学校）

まんのう町に春が来た
（ことなみ土器どき広場）

春をつげる百手祭
（若林神社）

作・画　願井　叶
一般会計 当初予算は

To be continued

讃
岐
の
風
と

　
　こ
い
の
ぼ
り

一
般
会
計 

当
初
予
算
を

１
２
７
億
６
千
万
円
に

し
ま
す

異議なし！

語
呂
合
わ
せ
で

覚
え
よ
う
か

健
康
で

心
豊
か
な


